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申請書はホームページに有りますのでご利用下さい。

クラス会の助成について
クラス会や同窓会の開催に対して、１人1,000円の助成をしています。同窓会名、

代表者名、開催日、時、場所、出席者名簿、振込銀行名を添えて申請して下さい。

中井 晴美まで   
（同窓会会計担当）    

059（292)3022
三重県津市香良洲町 5708

申請その他の
問い合せは 三重短期大学同窓会 検 索

　

総

代

会

の

議

題

は
、

平

成

二
十
九
・
三
十
年
度
の
事
業
、
予

算
・
決
算
、
令
和
元
年
度
の
事
業
・

予
算
案
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
法

Ⅱ
・
一
期
生
の
塚
澤
正
氏
を
議
長

に
選
任
し
議
案
を
審
議
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
窓
会
で
は
、
平
成
二
十
九
、

三
十
年
度
の
活
動
課
題
と
し
て
、

幹
事
、
役
員
の
高
齢
化
に
伴
う
役

職
の
辞
任
、
引
退
問
題
が
あ
り
ま

　
三
重
短
期
大
学
同
窓
会
総
代
会
は
令
和
元
年
六
月
二
十
二
日
、
津
市
新
町
の
プ
ラ
ザ
洞
津
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
の
出
席
者
は
、
代
表
幹
事
六
十
九
名
（
内
議
決
委
任
状
四
十
七
名
）
、
ご
来
賓
と
し
て
平
松
敏
氏
（
三

重
短
期
大
学
教
育
振
興
会
会
長
）
、
東
福
寺
一
郎
氏
（
前
学
長
）
、
村
井
美
代
子
氏
（
現
学
長
）
、
澤
井
尚
氏
（
大

学
事
務
局
長
）
、
田
中
久
智
氏
（
同
局
次
長
）
、
が
ご
出
席
、
同
窓
会
活
動
に
対
し
て
期
待
と
励
ま
し
の
お
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
・
三
十
年
度
事
業
・
決
算

令

和

元

年

度

事

業
・

予

算
　

承

認

一
部
自
治
会
会
長
　

菊
谷
　
海
成

令
和
元
年
度
同
窓
会
総
代
会
開
催

大
学
同
窓
会
総
代
会
に
出
席
し
て

　 

大
先
輩
の
生
の
声
を
聴
く

　
　
　
貴
重
な
経
験
・
活
動
に
活
か
し
た
い

▼2019 年度三重短大同窓会予算書▼

収　　　　入

項　　　目 本年度予算額(A) 前年度予算額(B) 比較増減(A−B) 摘　要

前 年 度 繰 越 金 7,751,455 8,235,022 △ 483,567

会　 費　 収　 入 1,840,000 1,855,000 △ 15,000 5,000円×368名

預 金 利 子 収 入 1,000 2,000 △ 1,000

雑　　 収　　 入 0 0 0

合　　計 9,592,455 10,092,022 △ 499,567

支　　　　出

項　　　目 本年度予算額(A) 前年度予算額(B) 比較増減(A−B) 摘　要

同窓会名簿刊行関係費 0 100,000 △ 100,000   名簿刊行関係費

協 賛 事 業 費 350,000 350,000 0   卒業記念事業、 その他協賛事業費

助 成 事 業 費 1,000,000 1,300,000 △ 300,000   支部活動、クラス会,学生自治会クラブ活動等助成費

卒 業 記 念 品 作 成 費 200,000 300,000 △ 100,000   学位記ホルダー 手提げ袋

同窓会だより発行費 300,000 350,000 △ 50,000   会報「みえたん」　年２回発行

会 議 運 営 費 500,000 450,000 50,000   役員会、総代会 の開催

事         務         費 200,000 200,000 0   通信費・印刷費・事務消耗品

予         備         費 42,455 42,022 433

小　　計 2,592,455 3,092,022 △ 499,567

特 別 事 業 準 備 費 7,000,000 7,000,000 0

合　　計 9,592,455 10,092,022 △ 499,567

2019 年度事業計画 三重短期大学同窓会

１.「同窓会名簿」の発行問題について

　総代会で発行の可否を提案、発行せずとの承認を得た。よって今後発行しないこと

を決定した。

２.協賛事業

　大学、学生自治会の主催事業への協力及び卒業記念パーティーの共催

３.助成事業

　クラブ活動、学生自治会活動、クラス会への助成、ゼミへの助成

４.会報の発刊

　「みえたん」71 号、72 号の発刊予定（投稿原稿が多ければ発行回数増やす）

５.卒業生への学位記ホルダー、会報の贈呈

６.新入生からの終身会費の受入れ

７.会議運営

　その他役員会の開催、会報の編集会議の開催

８.三重短期大学教育振興会ほか、会議への参加

（　   　  ）自  H31.4.  1
至  R 2 .3.31 （単位：円）

新役員名簿
法経科 家政科
氏　　名 期 氏　　名 期

会　　長 中村　隆義 法Ⅱ 6 会計監査 奥山千寿子 家政 2

顧　　問 宮木　　清 法Ⅱ 3 常任幹事 濱地　弘子 家政 3

顧　　問 東福寺一郎 前学長 書　　記 丸山　洋子 家政 10

副 会 長 中川　　悟 法Ⅱ 17 会　　計 図司　尚美 家政 18

副 会 長 濵口美恵子 法Ⅱ 22 書　　記 伊東あつ子 家政 20

会計監査 田中　　守 法Ⅱ 15 会　　計 中井　晴美 家政 23

書　　記 河野　由佳 家政 33

令和元年 6 月 22 日選任

し
た
。
新
年
度
も
引
き
続
き
、
新

幹
事
の
選
任
、
総
代
会
役
員
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
同
窓
会
の
方
々
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ご

意
見
の
多
か
っ
た
「
同
窓
会
名
簿
」

の
作
成
は
止
め
る
こ
と
で
今
総
代

会
で
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
総
代
会
に
ご
出
席
さ
れ

た
方
々
の
目
に
と
ま
っ
た
の
は
学

生
の
姿
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
同

窓
会
は
事
業
活
動
と
し
て
積
極
的

　
令
和
元
年
度
三
重
短
期
大
学
同

窓
会
総
代
会
の
当
日
の
会
議
は
、

議
長
選
出
に
始
ま
り
、
平
成
二
十

九
年
、
三
十
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
、
令
和
元
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
案
、
会
計
監
査
報
告
、

役
員
改
選
な
ど
を
審
議
、
議
論
の

場
で
は
、
活
発
な
意
見
交
換
や
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
学
生
は
こ
の
よ
う
な
会

議
に
参
加
す
る
こ
と
が
初
め
て
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
緊
張
し
て
い

ま
し
た
が
、
物
腰
の
柔
ら
か
い
議

長
さ
ん
や
大
学
の
大
先
輩
方
の
お

か
げ
で
発
言
の
し
や
す
い
雰
囲
気

が
保
た
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
会

議
を
通
し
て
多
く
の
議
論
が
な
さ

れ
る
こ
と
で
、
会
議
は
報
告
の
場

で
は
な
く
、
そ
の
場
で
意
見
を
出

し
合
い
意
思
決
定
す
る
場
だ
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
議

で
意
見
を
し
な
い
者
は
、
居
な
い

こ
と
と
同
義
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
点
に
お
い
て
、

私
は
発
言
を
す
る
こ
と
が
あ
ま
り

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
反
省
す

べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
会

議
の
貴
重
な
経
験
を
踏
ま
え
、
今

後
の
活
動
に
も
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
会
に
お
呼
び
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
大
学
の
大
先
輩
方
の
お
話
を
拝

聴
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
て
い

ま
す
。
三
重
短
期
大
学
を
誰
も
が

過
ご
し
や
す
い
大
学
に
近
づ
け
る

た
め
に
学
生
と
し
て
で
き
る
こ
と

を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
に
学
生

自
治
会
と
の
協
調
、
意
見
交
換
、

ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
金
銭
的
支
援
が

あ
り
ま
す
。
学
生
と
同
窓
会
と
の

親
近
感
。
そ
の
実
践
の
一
つ
が
、

学
生
の
総
代
会
参
加
と
な
っ
た
の

で
す
。
当
日
は
、
学
生
自
治
会
会

長
の
菊
谷
海
成
さ
ん
ら
自
治
会
役

員
八
名
が
総
代
会
に
出
席
、
同
窓

会
活
動
の
現
状
を
体
感
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

総代会全景

質問に応える中村会長

左手前に学生の姿も…
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私
た
ち
大
学
祭
実
行
委
員
会
の

執
行
部
は
、
昨
年
十
一
月
の
大
学

祭
で
、
初
め
て
自
分
達
で
企
画
・

運
営
を
行
い
成
功
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
執
行
部
は
「
来
年
の

サ
マ
フ
ェ
ス
で
は
、
こ
れ
ま
で
よ

り
も
さ
ら
に
三
重
短
の
意
気
を
盛

り
上
げ
た
い
」
そ
の
手
段
と
し
て

　
平
成
三
十
一
年
一
月
十
九
日
に

行
な
わ
れ
た
同
窓
会
役
員
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
際
に

軽
音
楽
部
が
か
ね
て
か
ら
不
便
に

感
じ
て
い
た
ド
ラ
ム
の
件
に
つ
い

て
議
題
と
し
て
挙
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
軽
音
楽
部
の
所
持
し
て
い
た
ド

ラ
ム
セ
ッ
ト
は
何
年
も
使
い
込
ま

れ
た
も
の
で
、
ネ
ジ
部
分
が
壊
れ

て
い
た
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
穴

が
開
い
て
い
る
箇
所
も
み
ら
れ
る

ほ
ど
に
劣
化
が
進
ん
で
い
ま
し

た
。
二
〇
一
八
年
度
に
出
さ
れ
た

軽
音
楽
部
の
部
費
予
算
で
は
、
新

品
の
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
を
購
入
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
新

し
い
ド
ラ
ム
を
寄
贈
し
て
ほ
し
い

と
い
う
部
員
一
同
の
要
望
を
同
窓

外
部
か
ら
プ
ロ
の
ゲ
ス
ト
を
呼
ん

で
み
た
ら
と
の
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
今
ま
で
行
な
っ
て
き
た
企
画

に
プ
ラ
ス
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
入
れ
る
と
な
る
と
、
大
学
祭
実

行
委
員
会
の
費
用
の
み
で
は
不
可

能
で
し
た
。
そ
こ
で
私
達
は
、
六

月
七
日
に
行
わ
れ
た
同
窓
会
の
役

員
会
に
参
加
し
、
サ
マ
フ
ェ
ス
を

こ
れ
ま
で
よ
り
も
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
こ
と
、
三
重
短
の
サ
マ

フ
ェ
ス
を
、
学
生
だ
け
で
な
く
地

域
の
方
々
の
楽
し
む
場
に
し
て
い

き
た
い
こ
と
等
を
お
伝
え
し
、
助

成
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
七
月
六
日
サ
マ
フ
ェ
ス
当
日

は
、
天
気
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
無
事
に
晴
れ
、
多
く
の
方
々
に

お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
体
育
館
で
、
三
重
短
ダ
ン

ス
部
と
三
重
大
ダ
ン
ス
部
の
ダ
ン

ス
披
露
、
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
の
出

店
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

に
よ
る
謎
解
き
ゲ
ー
ム
、
歌
う
ま

選
手
権
、
軽
音
部
に
よ
る
ラ
イ
ブ

を
行
い
、
四
十
五
番
教
室
で
は
お

化
け
屋
敷
を
行
い
ま
し
た
。

　
目
玉
と
な
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

で
は
、
ス
テ
ー
ジ
前
の
客
席
に
は

た
く
さ
ん
の
人
が
座
り
、
み
ん
な

が
目
を
輝
か
せ
て
手
を
叩
い
た
り

歓
声
を
上
げ
た
り
し
て
い
た
光
景

が
目
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

　
サ
マ
フ
ェ
ス
で
成
功
を
お
さ
め

ら
れ
た
の
は
、
お
力
添
え
を
い
た

だ
い
た
同
窓
会
の
皆
様
を
始
め
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
員

さ
ん
や
先
生
方
に
深
く
感
謝
す
る

次
第
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
三
重

短
の
サ
マ
フ
ェ
ス
や
大
学
祭
が
、

学
生
や
地
域
の
方
々
の
楽
し
み
の

一
つ
と
な
れ
る
よ
う
に
力
を
尽
く

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
か
ら
の
贈
り
物

ド
ラ
ム
セ
ッ
ト

内
外
で
の
ラ
イ
ブ
に
フ
ル
活
動

軽
音
楽
部
部
長

　井
上

　友
哉

地
域
の
方
々
も
楽
し
む
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

同
窓
会
の
支
援
も
あ
り

プ
ロ
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
盛
り
上
が
る

大
学
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

　峯

　春
香

三
重
県
学
生
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

秋
季
大
会
、
二
部
リ
ー
グ
戦
で
優
勝

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　香
川

　梨
那

ク
ラ
ブ
活
動
報
告

会
役
員
の
皆
さ
ん
に
伝
え
ま
し
た
。

　
軽
音
楽
部
の
活
動
と
し
て
は
、

学
校
内
外
で
の
ラ
イ
ブ
活
動
や
毎

年
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

大
学
祭
で
の
演
奏
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
学
内
で
の
ラ
イ
ブ
は
短
大

生
も
多
く
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、

学
内
の
活
気
に
大
き
く
貢
献
で
き

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
議
論

の
結
果
、
演
奏
の
核
と
な
る
ド
ラ

ム
が
不
調
で
あ
る
の
は
活
動
に
お

い
て
大
き
な
問
題
で
あ
る
、
と
い

う
こ
と
を
同
窓
会
役
員
の
皆
様
に

理
解
し
て
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ド
ラ
ム
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
、
六
月
に
行
な
っ
た
新
一
年
生

の
デ
ビ
ュ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
寄
贈

し
た
ド
ラ
ム
で
演
奏
し
、
大
き
く

盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
七
月
に
行
な
わ
れ
た
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
後
夜
祭
で
も

演
奏
し
、
多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん

に
好
評
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
軽
音
楽
部
部
員
一
同
、
と
て

も
満
足
の
い
く
ラ
イ
ブ
を
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
我
々
は
、
同
窓
会
の
方
々
の
支

援
が
あ
っ
て
活
動
が
で
き
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
軽

音
楽
部
の
活
動
を
活
気
づ
け
て
い

く
た
め
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、

年
に
二
回
、
春
・
秋
の
三
重
県
学

生
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
大

会
が
あ
り
、
そ
の
大
会
で
一
部

リ
ー
グ
に
昇
格
す
る
と
い
う
こ
と

を
目
標
に
、
練
習
時
間
に
制
約
の

あ
る
な
か
、
メ
ニ
ュ
ー
を
よ
く
練

り
、
ど
う
す
れ
ば
試
合
に
勝
て
る

か
な
ど
を
考
え
な
が
ら
日
々
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
は
男
子
部
員
、
女
子
部
員
と

も
に
仲
が
良
く
、
初
心
者
も
複
数

い
る
な
か
、
部
員
同
士
で
教
え
合

い
、
技
術
力
を
み
ん
な
で
向
上
さ

せ
よ
う
と
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
輩
と
後
輩
の
壁
が
な
く

優
し
く
て
面
白
い
先
輩
も
い
る
の

で
、
部
活
の
雰
囲
気
も
明
る
く
、

楽
し
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
年
間
の
活
動
で
は
、
毎
週
火
曜

日
と
木
曜
日
の
十
六
時
か
ら
二
十

時
ま
で
、
体
育
館
で
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
は
、
春
・

秋
の
大
会
に
出
場
し
、
昨
年
末
の

三
重
県
学
生
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

秋
季
大
会
で
は
、
二
部
リ
ー
グ
で

優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
審
判
講

　
家
政
科
十
六
期
被
服
コ
ー
ス
卒

業
生
（
卒
業
時
四
十
名
）
二
十
名

が
参
加
し
て
令
和
元
年
六
月
六
日

と
七
日
、
二
日
間
の
日
程
で
「
卒

業
五
十
周
年
と
七
十
歳
の
古
希
」

を
祝
う
ク
ラ
ス
会
を
催
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
、
よ
り
多
く
の
人
が
参

加
で
き
る
企
画
と
し
て
、
ま
ず
は

「
気
軽
に
参
加
で
き
る
、
楽
し
め

る
、
思
い
出
に
残
る
出
来
事
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
「
私
た
ち
は
卒
業

し
て
五
十
年
、
こ
こ
ら
で
、
今
一

度
、
ま
な
び
や
を
訪
ね
、
青
春
の

思
い
出
に
浸
る
の
も
面
白
い
の
で

は
・
・
・
」
と
決
め
た
の
が
「
学

舎
見
学
を
メ
イ
ン
の
ラ
ン
チ
会

（
津
新
町
プ
ラ
ザ
洞
津
）
と
榊
原

卒
業
五
十
周
年
・
古
希
を
祝
し
て

学
舎
（
ま
な
び
や
）
見
学
と
ラ
ン
チ
会

夜
は
榊
原
温
泉
で
一
泊
懇
親
会

古
希
を
迎
え
た
七
十
歳

四
年
ぶ
り
の
同
窓
会
桑
名
で
開
催

生
き
方
さ
ま
ざ
ま
・
元
気
溌
剌

食
物
栄
養
専
攻
三
十
二
期
生

湯
の
山
温
泉
郷
で
同
窓
会

家
政
科
十
期
生
十
一
名

喜
寿
の
会

　四
日
市
で
催
す

記
念
品
は
紅
白
の
和
菓
子

温
泉
で
の
宿
泊
懇
親
会
」
で
し
た
。

　
六
日
は
、
午
前
十
一
時
津
駅
前

集
合
、
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
、
津
市

一
身
田
中
野
の
校
舎
へ
。
五
十
年

ぶ
り
に
教
室
に
入
っ
て
、
感
慨
も

ひ
と
し
お
で
し
た
。
と
い
う
の
も

私
た
ち
は
、
昭
和
四
十
三
年
の

十
二
月
の
あ
る
日
の
こ
と
、
廃
校

と
な
る
津
駅
前
栄
町
校
舎
か
ら
教

材
、
備
品
な
ど
段
ボ
ー
ル
に
入
れ
、

徒
歩
で
新
校
舎
（
現
校
舎
）
ま
で

運
ん
だ
記
憶
が
甦
っ
て
き
た
か
ら

で
す
。

　
場
所
を
移
動
し
て
の
ラ
ン
チ
会

（
津
新
町
プ
ラ
ザ
洞
津
）
で
も
栄

町
校
舎
時
代
の
自
分
た
ち
の
姿
に

思
い
を
寄
せ
合
い
、
齢
を
忘
れ
て

大
笑
い
。
夜
の
榊
原
温
泉
で
の
食

事
会
、
終
わ
っ
て
か
ら
の
部
屋
で

の
二
次
会
も
〝
古
希
の
青
春
〟
を

大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
翌
朝
、
お
別
れ
の
際
〝
今
後

八
十
歳
ま
で
に
三
年
毎
に
ク
ラ
ス

会
を
開
こ
う
〟
を
申
し
合
わ
せ
解

散
し
ま
し
た
。

家
政
科
十
六
期
被
服
コ
ー
ス

水
谷
美
幸

　
私
た
ち
食
栄
三
十
二
期
生
は
、

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
一
日

（
日
曜
日
）
に
同
窓
会
を
湯
の
山

温
泉
ホ
テ
ル
ウ
ェ
ル
ネ
ス
鈴
鹿
路

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
山
口
県
か
ら
初
め
て
参
加
し
て

く
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　
年
代
的
に
忙
し
い
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
は
十
一
名
と
少
な
め

で
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
年
後
く
ら
い
に
ま
た
同
窓
会

を
開
く
予
定
で
す
。

家
政
科
三
十
二
期
食
物
栄
養
専
攻

幹
事
　
松
野
昌
子
　
草
深
知
子

日
、
桑
名
の
丁
子
屋
で
四
年
ぶ
り

の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
各
地
か
ら
十
三

名
が
集
い
ま
し
た
。

　
「
お
久
し
ぶ
り
、
お
変
わ
り
な

い
？
」
顔
を
合
わ
せ
た
瞬
間
か
ら
、

懐
か
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
頬
が
ゆ

る
み
、
会
話
が
弾
み
ま
す
。

　
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、

一
言
ず
つ
自
己
紹
介
を
し
て
近
況

を
報
告
し
合
い
ま
し
た
。
現
役
で

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活

動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ

る
方
、
自
分
の
ペ
ー
ス
を
大
事
に

し
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
生
活
を
楽

し
ん
で
お
ら
れ
る
方
な
ど
生
き
方

は
様
々
で
す
が
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
に
多
少
の
不
安
や
悩
み
を
抱
え

な
が
ら
も
前
向
き
に
日
々
を
味

わ
っ
て
生
活
さ
れ
て
み
え
る
様
子

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

元
気
溌
剌
。
と
て
も
古
希
を
迎
え

た
七
十
歳
に
は
見
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
健
康
の
こ
と
趣
味
の
こ
と
家

し
た
。
会
計
報
告
、
来
年
の
日
程
、

役
員
を
決
め
て
解
散
と
な
り
ま
し

た
。

　
「
来
年
も
元
気
で
会
い
ま
し
ょ

う
」
を
約
束
し
て
帰
途
に
つ
き
ま

し
た
。

家
政
科
十
期
生

川
瀬
裕
子

族
の
こ
と
お
し
ゃ
べ
り
は
尽
き
る

こ
と
な
く
、
大
笑
い
し
な
が
ら
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
お

開
き
も
近
か
づ
き
、
名
残
は
尽
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
回
の
幹
事

さ
ん
を
決
め
、
再
会
を
約
束
し
て

お
別
れ
し
ま
し
た
。

家
政
科
食
物
コ
ー
ス
十
六
期
生

松
崎
晶
子
　
鈴
木
成
子

　
私
た
ち
家
政
科
食
物
コ
ー
ス

十
六
期
生
は
、
令
和
元
年
六
月
四

　
今
年
七
十
七
歳
・
喜
寿
を
迎
え

た
私
た
ち
は
、
令
和
元
年
五
月

十
六
日
、
近
鉄
四
日
市
百
貨
店
の

十
階
レ
ス
ト
ラ
ン
で
十
一
名
が
集

ま
り
「
喜
寿
を
祝
う
会
」
を
催
し

ま
し
た
。

　
喜
寿
と
い
う
こ
と
で
、
い
つ
も

は
五
～
六
名
し
か
集
ま
ら
な
い
の

に
、
初
参
加
と
い
う
人
も
い
て

十
一
名
が
卓
を
囲
み
ま
し
た
。
．

会
費
の
中
か
ら
記
念
品
と
し
て
紅

白
の
和
菓
子
セ
ッ
ト
、
ま
た
、
手

作
り
の
小
袋
、
伊
勢
か
ら
来
ら
れ

た
方
か
ら
は
、
珍
し
い
赤
福
を
頂

き
ま
し
た
。

　
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
七
十
七

歳
、
元
気
溌
剌
。
一
分
間
ス
ピ
ー

チ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
間
オ
ー

バ
ー
、
話
は
尽
き
る
こ
と
な
く
続

き
ま
し
た
。
残
り
は
二
次
会
で
と

十
一
階
に
あ
る
喫
茶
店
に
場
所
を

変
え
て
の
お
し
ゃ
べ
り
は
続
き
ま

習
会
に
参
加
し
た
り
、
Ｖ
リ
ー
グ

の
補
助
員
を
し
た
り
、
新
入
生
歓

迎
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
っ
た
り
、
送

別
会
が
あ
っ
た
り
と
年
間
を
通
じ

て
、
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
一
年
を
通
じ
て

様
々
な
大
会
に
出
場
し
、
日
々
の

練
習
の
成
果
や
次
の
目
標
を
確
か

め
つ
つ
、
元
気
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
二
年
間
と
い
う
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
す
ぎ
て
し
ま
う
の
で

一
つ
一
つ
の
大
会
で
悔
い
の
残
ら

な
い
よ
う
な
プ
レ
ー
が
で
き
る
よ

う
こ
れ
か
ら
も
部
員
み
ん
な
で
協

力
し
合
い
な
が
ら
、
練
習
に
励
み

ま
す
。
も
し
こ
の
文
章
を
読
ん
で

少
し
で
も
興
味
を
持
っ
た
方
、
一

度
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
足
を
運
ん

で
見
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。


